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取扱説明書 


お買い上げいただきありびとラございまず。 


A 警告 


電気製品はま全のためのミ主意事項を守5ないと、 
火災や人身事故になることがあ0ます。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取 
り扱いかたを示しています。 この取扱説明書と別冊の「ををのため 
に J をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いくださし、。 

お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず保管してく 
ださい。 


TCM-4TR 


©1998 by Sony Corporation 




H ごま意 

• 録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前にためし録りをし 
てぐださい。 

• カセットレコーダーの不具合により録音されなかった場合の録 
音内容の補償については、ご容赦ください。 

• あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著 
作権法上、権利者に無断では使用できません。 
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主な巧長 

このテープレコーダーはソニー株式会社が視覚障喜ちの 
ために特別に開発した製品でず。標準スピード 
(4.8 cm / s ) と半減速に 4 cm / s ) の録音-再生に加え 
て、4トラック半減速で録音されたテープの再生もでき 
まず。 

をな特長は;欠の通りです。 

• 録音、再生に 4.8 cm/s と 2.4 cm/s の2種類のテープス 

ピード。 


•通常の2トラックテープに加えて、4トラック テー プ 
ち再生可能。 

•再生スピードを変えると自動_的に、再生ピッチ（音の 
高さ）も調節される DPC - Digital Pitch Control 
(デジタル音程調整）機能。 

•録音内容ごとに信号音を入れておくことにより、キュ 
一/レビュー時に頭出しびでさる、キューマーカー機 
能。 


• 発言ちの声を明瞭にと日える elf ちふ収音 

方式のフラットマイク内蔵。 
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• 電池の消耗を 2 段階で知日せる録音/電池残量ランプ 
と、電池の交換時期を知らせる電池交換お知日せラン 

プとお知らせ音。 

•再生-録音時にテープの終わりで自動的に動作び止ま 

る、才ートシャットオフ機能。 

•停止ボタンを巧すと一時停止ち解除される、ストップ 
ポーズリリース機能。解除を忘れて録音チャンスを逃 
してしまう失敗を減らします。 


ごを意 

• 4.8〇171/5、2.4〇171/5のどち5のテープスピードで 
ち録音することはできますび、2トラックの録音の 
みになります。4トラックの録音はできないのでご 
を意 < ださい。 

• ステレオテープは正しく再生でさません。 

• 本機で 2.4 cm / s のテープスピードで録音したテー 
プは通常のテープレコーダーでは正しく再生でさ 
ません。 
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畑池を入れる 


ここでは乾電池での使いかたを説明します。付属の AC 
パワーアダプターをつないでコンセントで使ラには、 
r コンセントにつないで使ラ」 （26 ページ）をご覧くだ 
さい。 

IT 付属の乾電池を入れる 

①巧しなが5矢印のち向へず！5し、 
持ち上げる 



②単3お乾電池2本を入れる 



2本とも©側を奥にして入れる 
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ごを意 


. 新しい乾電池と使用した乾電ミ也、または種類の違ラ乾電ミ也を混ぜて 
使用しないでください。 

乾電池を取り出すときは 



電池入れのふたがはずれたとさは 

電池入れのふたは、開けるとさに過大な力を加える 
と、はずれるよラになっています。はずれた場合は、 
図のよラに取り付けてください。 







—プを聞 < のテープの場さ) 


内蔵スピーカーか日音び聞こえます。 

ノーマルテープ (TYPE I )をお使いください。 


⑤再生を始め 
る面をふた 
側にして 
カセツトを 
入れる 


⑥ふたを閉める 

0テープスピー ドを選ぶ 

録音したときの速度 （4.8 cm / s または 2.4 cm / s ) 
に合わせます。 

テープスピー 
ド切り換え 
スイッチを 
「4.8」または 
に.4」に 
合わせる 



〇 力七ットを入れる 

①手でふた 
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0 青をトラック切り換えスイッチ 
を r 通常 1-2 J に合わせる 

再生トラック切り換えスイッチ 



凸再をする 



量を調節する 

つづく— 




ープを聞 < (つづを) 


その他の操作 

操作 

巧ずボタン、ず 5 ずつまみ 

テープを止める 

■停止 

一時停止する 

一時停止一*^ 

一時停止を解除するには、 
一時停止一*^を元に戻す* 

早送りする** 

►►早送り/キュー 

巻さ戻ず** 

◄◄卷戻し/レビュー 

音を聞をなびら早送り 
する（キュー） 

再生中に►►早送り/キューを 
押し続ける 

音を聞さなびら卷さ 
戻す（レビュー） 

再生中に◄◄巻戻し/レビューを 
押し続ける 

カセットを取り出す 

■停止を押してから、手でふたを 
開ける 


* 一時停止は■停止ボタンを押した場合にち自動的に解除されます 
(ストップポーズ uu —ス機能)。 

** 早送0、巻さ戻しをしてテープび巻さ取られたあと、そのままに 
しておくとカタカタと音びします。電池び急激に消耗してしまう 
ので必ず■停止ボタンを押してください。 


ごま意 


ステレオ録音されたテープを再生した場含 、 L (左）チヤンネルの音 
しか聞こえません。 
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—プを聞 < (4 トラックテープの場合) 


内蔵スピーカーか日音び聞こえます。 

ノーマルテープ (TYPE I )をお使いください。 

〇 カセツトを入れる 

①手でふたを ⑤再生を始め 



0 テープスピードを 2.4 cm / s に 
合わせる 


テープスピー 
ド切り換え 
スイッチを 
に.4」に 
合わせる 



つづく. 
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—プを聞く (4 トラックテーブの場さ)(つ：巧) 


0百をする 



ここでは、トラック1か日順番にトラック4まで 
再生する方法を説明します。 

カセットの A 面びふた側になって入っていること 
を確認してくださし、。 

①再生トラック切り換えスイッチを「通常 
1-2」に合わせて、再生ボタンを押ず。 

トラック1び再生されます。 

⑤カセットを取り出し、面をひっくり返し 
て入れる。 （ B 面をふた側にします。） 

③再生トラック切り換えスイッチは「通常 
1-2」のままで、►再生ボタンを押す。 

トラック2び再生されます。 
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④ カセットを取り出し、面をひっくり返し 
て入れる。（再び A 面をふた側にします。） 

⑥ 再生トラック切り換えスイッチを「3-4」 

に合わせて、►再生ボタンを押す。 

トラック3び再生されます。 

⑥ カセットを取り出し、面をひっくり返し 
て入れる。（再び B 面をふた側にします。） 

⑦ 再生トラック切り換えスイッチは「3-4」 
のままで、►-再生ボタンを巧す。 

トラック4び再生されます。 

その他の操作は「通常 （2 トラック）のテープの場 
合」と同じです （8 ページ)。 
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镜きする 


内蔵マイクですぐに録音でさます。 

録音にはノーマルテース TYPE I )をお使いください。 
ク□-ム （ TYPEII )、 メタル (TYPE IV )では正しく録 
音でさないことびあります。 

〇カセットを入れる 

①手でふたを ⑤録音を始め 

る面をふた 
側にして 
カセットを 
入れる 

⑥ふたを閉める 

EJ テープスピー ドを選ぶ 

テープスピー 
ド切り換え 
スイッチを 
に.4」または 
「4.8」に合わ 
せる （ i 羊しく 
は18ぺージ） 
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回録音する 

録音中は、音の強弱にあわせて録音ランプの明 
るさび変わります。 



ごを意 


録音は再生トラック切り換えスイッチの位置に関係なく、2トラック 
の録音になります。 


操作 

巧ずボタン、ず 6 ずつまみ 

録音を止める 

■停止 

後追い録音をする 

再生中に♦録音（録音状態になる） 

録音内容をすぐ聞く 

録音中にイイ巻さ戻し/レビュー 

(ワンタッチレビュー 

-) 脂を離すとそこから再生する） 

一時停止する 

-時停止一 
一時停止を解除ずるには、 

一時停止一心を元に戻す* 

カセットを取り出す 

■停止を押してから手でふたを開ける 


一時停止は■停止ボタンを押した場合にわ自動的に解除されます 
(ストップポーズリ U -ス機能)。 15 
















►進んだがいかた 

再生スピードを調節する 
(DPC 壓） 

DPC 機能は再生速度に合わせてピッチび自動的に調整 
される機能です。 

半減速テープ図書や4トラックテープなど、 2.4 cm / s の 
テープ速度で録音されたテープを再生するときは、約 
+100%〜0%の間で再生速度を調節することびできま 
す。 

また、 4.8 cm / s のテープ速度で再生するとさは、約 
+100%〜-50%の間で再生速度を調節することびでき 
ます。 

スピード調整つまみを使って速度を変えると、その速度 
に合わせてピッチび自動的に調整されます。 


スピー ド調整つまみ 
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スピード調整つまみを次のように調節しまず。 


再生速度 


つまみの 位置 

速く再生する 

に 4cm/s) 

速い 


(4.8cm/s) 

速い 

通常の速度で再生する 


中央 

ゆっくり再生する 

に. 4cm/s) 

無し* 


(4.8cm/s) 

遅い 


2.4cm/s のテープ速度で再生すると、スピード調整つまみを「遅い」 
の方に回しても変わ0ません。 


ごま意 


•DPC 機能を使用したときは、通常の再生時と全く同じピッチにはな 
0ません。また音質ち多少異なります。 

•電池び消耗しているときに、スピード調整つまみを急に動かすとノ 
イズび出ることびあ0ます。ゆつく0動かすか、電池を交換してく 
ださい。 

•スピード調整つまみの操作中または再生中に音量を調節すると、録 
音/電池残量ランプびち5つくことびあ0ます。 

•録音中は DPC 機能は使えません。 
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録音の便利な機能を使 5 


イヤホンジャックー 

♦録音ボタン- 

◄◄巻戻し/レビュー 
ボタン 



テープカウンター 
テープスピード 


テープカウンターを使う 


録音を始める前に、テープカウンターの U セットボタ 
ンを巧して「000」にします。録音の頭を探すのに便利 
です。 


テープ速度 

テープスピード切り換えスイッチでテープ速度を還び 
よ 9 〇 

4.8 cm :通常の録音をするとき 

に.4 cm 」 のとさより良い音で録音でさま 
す。 

2.4 cm :テープを2倍の長さに使って録音するとさ 

( C -60 テープを使ラと往復120分の録音びで 
さます。） 
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録音中の音を聞くには 

付属のイヤーレシーバーをイヤホンジャックにつなざ 
ま 〇 

イヤーレシーバーか日聞こえる音は音量一-つまみで音 
量を調節できますび、録音される音の大きさは一定に 
保たれます。 


後追い録音をする 

再生中に•録音ボタンを巧すと、そこか日録音状態にな 
ります。録音されたちのの一部分を修正したいとさな 
どに便利です。 

録音したをのをすぐに聞く（ワンタッチレビュ ー) 
録音中に◄◄巻戻し/レビューボタンを巧すとテープび 
巻さ戻され、手を離すとそこか日再生び始まります。 

テープび終わりまでくると（才ートシヤットオフ 
機構） 

録音/再生状態でテープび終わりまで巻さ取日れる 
と、自動的にボタンび解除されテープび止まります。 
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キューマーカーを録音する 


録音中にキューマーカーボタンを巧すことによって、 
目印としての信号を録音することびでさます。 



キューマーカーボタン 


録音中に信号を録音したし''ところでキューマーカーボ 
タンを巧します。 

録音ランプび消灯して、信号びテープに録音されま 
す。さ日に長し)信号を録音したい場合は、ボタンを巧 
し続けてください。 

再生状態で早送りをしたり（キュー)、卷さ戻したり 
(レビュー）すると、信号び録音されているところで 
「プー」といラ音び聞こえ、目印の位置び分かります。 
なお、再生中にちほい音で聞こえる場合びあります。 
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ごま意 


•キューマーカーは音声のとぎれたところでお使いください。 
•キューマーカーの信号音はキュー時とレビュー時では音質び異なり 
ます。また、テープの最初と最後では巻き取5れる速度び異なるた 
め、テープの箇所によっても音質び変わ0ます。 

•録音中にキューマー カーボ タンを押して、信号を録音すると、録音 
ランプび約8秒間消灯しますび、録音は途切れません。 
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か部マイクや他の機器か 6 
録音する 


ごま意 


録音ずる前に 


•接続コード類のプラグはしっか0差し込んでください。 

• 接続や音量調節の失敗を防ぐにめ、本ま前に試し録音をしてくださ 


し)。 

• 下の例はソニー製品の場合です。他社製品との接続び5まくいかな 
いとさは、その製品の説明書をご覧ください。 


か部マイク（別売り）で録音する 


マイクジャックにプラグをしっかり差し込むと、内蔵マ 
イクは自動的に切れ、外部マイクの音を録音します。 
プラグインパワー対応のマイクを使ラと、マイクの電源 
は本機か日供給されます。 


7イクへ 


r 



TCM-4TR 


- 

ミニプラグ付きマイク□ホン ECM-T15 
(別売り）など 


本機にカセットを入れ、参録音ボタンを巧します。 
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化の機おか 6 録音する 



RK - G 64 (別売り） 


EAR 、 EARPHONE 、 
透)、または REC OUT 、 

巧因なドへ 


テープレコーダー、 
テレビ、ラジオなど 


TCM -4 TR 

1本機にカセットを入れます。 

2 録音する音を他の機器から出し、聞さやすい音量に 
します。（テレビやラジオの REC OUT や函ジヤッ 
クなどか日録音するとさは、音量を変えてち録音に 
は影響しません。） 

3 参録音ボタンを巧します。 
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►そのが 

電源にごいて 


乾電池の持続時間 


使用電池 

録音時り EITA*) 
4.8cm/s 2.4cm/s 

再生時 (JEITA*) 
4.8cm/s 2.4cm/s 

ソニーアルカ U 
乾電池 LR6(SG) 
使用時 

約6.日時間 

約7時間 

約 6.5 時間 

約7時間 

ソニー乾電池 
R6P(SR) 使用時 

約1時間 

約 1.5 時間 

約1時間 

約 1.5 時間 


*」 曰 TA (電子情報技術産業協会）規格による測定値です（ソニー HF 
シリーズ カセツ トテープ使用）。（音量7分 目 程度でミュージックテ 
ープを スピーカーで 再生した場を。） 


乾電池は持続時間の長いアルカリ乾電池をおすすめし 
ます。 


ごま意 


電ミ也持続時間は、使用ま件によって短くなる場合びあります。 

巧電池を交換する時期 

乾電池の残量は録音/電池残量ランプでお知日せしま 
す。また、電池の交換時期は電池交換お知日せランプ 
と「ピー」という音でお知らせします。 

電池び消耗すると、テープ走行び不安定になったり雑 
音び多くなったりします。電池交換お知日せランプ 
(0) び点滅し、「ピー」という音び鳴った日、乾電池は 
2本とち新しいちのと交換してください。 
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電ミ也 J_ 

"• < ^ '巧 

灯 

録音 

县 

新しい乾電池で 
使巧時 


ごま意 


•「ピー」という茵ま、録音中は、イヤホンから聞こえます。再生中 
は、イヤホンとスピーカーの両方か5聞こえます。 

•早送り（キュー）/巻き戻し（レビュー）中に「ピー」といラ音びし 
て、な:ランプび点滅することびあ0ます。テープび正常に動かない 
とさのみ、電池を交換して<ださし、。 

• 別売りの充電式電池でお使いの場合、充電してあつても録音/電池 
鶏量ランプび1つしか点灯しないことがあ0ます。 

•再生中に音量を上げたとさなどに録音/電池残量ランプび音に応じ 
てち5つくことびあ0ますび、乾電池を交換する必要はありませ 
ん。 

•「ピー」という音びして、巧ランプび点滅し始めても、しば5くは 
テープび正常に動をますび、内蔵スピーカーか5大さな雑音び出た 
り正しく録音されていないことびあ0ますので、必ず乾電池を交換 
してください。 

•テープの動さはじめやテープの終わ0で、巧ランプび瞬間的に点灯 
し、短い「ピー」音びすることびあ0ます。ランプびすぐに消えた 
場合は、乾電池を交換する必要びあ0ません。 

つづく— 


電池 

，•〇 


電ミせ 

••〇 


••夺 

-点 

•け 

•0 


録音 

丹 

録音 




堪一 

-点 

減 


( r ピー」と聞こえまず） 

乾電池びミ肖耗し 乾電ミ也を交換してくだを 

てさたとさ い 
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電源について（つづき) 


コンセントにつないでほラ 



咐属） 

1 付属の AC パワーアダプターを本体の DC IN 3 V ジャ 
ックにつなざます。 

2 AC パワーアダプターをコンセントにつなざます。 


この製品には、付属の AC パワーアダプター(極性統一 
あプラグ- 」 EITA 規格)をご使用ください。上記 LU 外の 
AC パワーアダプターを使用すると、故障の原因になる 
ことびあります。 



極性統一おプラグ 
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使用上のご注意 

録音について 

•録音には、必ずノーマルテープ (TYPE I )をお使いく 
ださい。に「〇2/メタルテープでは正しく録音されま 
せん。） 

•マイクジヤックに外部マイクや接続コードび差し込ま 
れていると、内蔵マイクを使っての録音はでさませ 
ん。 

• 内蔵マイクを強く巧さないでください。マイクび変 
形し、雑音の原因となります。 

• 録音中、マイクを電灯線や堂光灯に近づけすざると、 
ノイズび入ることびあります。 

•録音中はスピーカーか日音は出ません。付属のイヤー 
レシーバーで 聞いてください。 

•録音中の音をイヤーレシーバーで聞いているとさ、イ 
ヤーレシーバーの音をマイクび拾い、 ビーと いラ音び 
生じることびあります（八ウ U ング現象)。この場合 
はイヤーレシーバーをはずすか、音量--つまみで音 
量をルさくしてください。 


つづく— 
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使用上のごま意（つづを) 


大切な録音を守るには 

カセツトのツメを折ると、録音状態にできなくなるの 
で誤って消してしまラミスび防げます。ツメを巧って 
ち巧をふさぐと再び録音でさます。 



録音面 


乾電池について 



乾電池の使いかたを誤ると、液ちれや破裂のおそれび 
あります。次のことは必ずお守りください。 

• ©と©の向さを正しく入れてください。 

• 乾電池は充電でさません。 

• 長い間使わないとさは、取り出しておいてください。 

• 液ちれび起こったときは、液をよくふきとってか日新 
しい乾電池を入れて < ださい。 

•持ち運ぶとさはキーホルダーなどの金属類と一緒にポ 
ケットに入れないで<ださい。乾電池の©©、または 
乾電池ケースの端テび金属でつなびるとシヨートし、 
発熱して危険です。 
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• 付属の AC ノ （ワーアダプター や別売りの カーバ ッテ I 」 
ーコードを DC IN 3 V ジャックにつないでいると、乾 
電池ではお使いになれません。 

-環境ミち染の軽減と経済性を考えて- 

本機は、乾電池の他に 
一付属の AC ノ（ワーアダプター 
一 別売 りの二カド充電式電池 NC - AA -2 B (別売りの 
バッテ I 」ーチャージヤー 
BC -30 K 2 にて充電可能） 

でちお使いになれます。 


取り扱いについて 

•落としたり、強いショックを与えたりしないでくださ 
し、故障の原因になります。 

• 巧のよラな場所には置かないでください。 

一温度び非常に高いところ (60 でじ(上)。 

一直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

一窓を閉めさった自動車内(特に夏季)。 

一風呂場など湿気のをいところ。 

一磁石、スピーカー、テレビなど磁気を帯びたちのの 
近く。 

—ほこりの多し''ところ。 


つづく一^ 
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使用上のごを意（つづき） 

• 長時間 テープに ついて 

90分をこえるテープは非常に薄く伸びやすいので、 
こさざみな走行、停止、早送り、巻さ戻しなどを繰り 
返さないでください。テープび機械に巻さ込まれる場 
合びあります。 

• エンドレスカセットテープについて 
エンドレスカセットテープはお使いにならないでくだ 
さい。機械に巻き込まれる場合びあります。 

• 長い間使わなかったとさは、再びお使いになる前に、 
数分間再生状態にして空回をしてください。良い状態 
でお使いいただけます。 

キャッシュカードや定期券などで、磁気を利用した力 
ード類をスピーカーに近づけると、マグネットの影響 
で磁気び変化してカードび使えなくなることびありま 
すので、ごを意ください。 

万一故障した場合は、内部を開けずに、お買い上げ店 
またはソニーヴービス窓口にご相談ください。 
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お手入れ 



よい音で テープを 聞くために 

10時間程度使った日、レバーを巧しなびら、•録音ボ 
タンを巧し込んだあとに、別売りのク I 」ーニングキッ 
卜 ( KK -41) でヘッド、キヤプスタン、ピンチ□-ラー 
をきれいに してく ださい。 録音/再生へッドはピカピ 
力光るような状態になるようにしてください。 

本体表面がミちれたときは 

水気を含ませた柔日かい布で軽くふいたあと、か日ぶ 
きします。シンナーやベンジン、アルコール類は表面 
の仕上げを傷めますので使わないで<ださい。 
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主な仕様 


トラック方式 

録音時： 2トラック、モノラル 
再生時： 4トラック、モノラル 

スピーカー 
テープ速度 

直径 36 mm 

4.8 cm / s 、2.4 cm/s のスピード 


切り換え 

周波数範囲 （ J 曰 TA*)TYPE I (ノーマル）カセット 
250-6,300 Hz 


出力端子 

イヤホン （ S ニジャック ）（]) 

負荷インピーダンス8〜300 0 


のイヤホン巧 

実用最大出力 ( DC 時) 260 mW ( JEITA *) 
テープスピード可変範囲 

4.8 cm / s のテープ速度時 


電源 

+ 100% 〜-50% 

2.4 cm / s のテープ速度時： 

+ 100%〜0% 

DC 3 V 

単3形乾電池2本使用 
付属の AC ノ（ワーアダプター AC - 
E 30 L を接続して AC 10 0 V か日 
使用可能。 

最大外形寸法 

約 90. 9 X 113.0 X 39.5 mm 
(幅/高さ/奥行き ) (J 曰 TA *) 

最大突起部含む 
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質量 本体約20 Og 

ご使用時 270 g (ソニーアルカ U 
乾電池 LR 6( SG ) に本、カセット 
テープ C -60 HF 含む） 

付属品 ソニーアルカ I 」乾電池 

LR 6( SG ) (2) 

AC パワーアダプター 
AC - E 30 L (1) 

イヤーレシーバー （1) 
取扱説明書 (1) 

声の取扱説明書（カセット 
テープ） （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

り曰 TA (電モ情報技術産業協会)規格による測定値です。 

別売りアクセサ I 」ーカーバッテ I 」ーコード DCC - 
E 230 

接続コード RK - G 64 
ク U - ニングキット KK -41 
7イク□ホン ECM - T 15 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更す 
ることびありますび、ご了をください。 
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K 障かな 7 


修理に出す前にちラ]度お調べください。 


症が 

原因/処置 

再をでさない。 

• テープが終わりまで卷さ取られて 
いる。 


• 録音/再生へツドび巧れている。 
■>ク|」ーニングずる。 


• ステレオテープは正しく再生でさ 
ません。 

録音できない。 

• 力たツトが入っていない。 


• カセツトのツが折れている。 

録音内容を消してもよい場合は 
巧をふさぐ。 


• 乾電池び消耗している。 

■>2本とも同じ種類の新しいをのと 
交換ずる。 


• 録音/再をへツドび巧れている。 
■>ク|」ーニングする。 

前の音び完全には消え 
ない。 

• 消去へツドび巧れている。 

■> クリーニングする。 


• タル、ク□ームのテープを使っ 
ている。 
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症状 

原因/処置 

操作ボタンを押してち 
動作しない。 

• 乾電池の®と©の向さび正し<な 
し、。 

4向きを確認して入れなおす。 


• 乾電池び消耗している。 

42本とも同じ種類の新しいちの 
と交換ずる。 


• 一時停止一*-び矢印のち向へずら 
されている。 


• AC パワーアダプターが正しく接 
続されていない。 


• AC パワーアダプターやカーバッ 
テ U —コードが本体に差したまま 
になっている。 

今 AC パワーアダプターやカーバッ 
テ U —コードが DC IN 3V ジャッ 
クに差してあると、それが優先さ 
れるので、乾電池使用時には本体 
から抜いておく。 

キュ ー/ レビュー中、 
途中で止まる。または 
動かない。 

早送りや巻さ戻しびで 
さない。 

• 乾電池び消耗している。 

42本とち同じ種類の新しいものと 
交換する。 


つづく一 
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故障かな？（つづを) 


症状 

原因/処置 

音びルさい。 

音質びよくない。 

雑音び入る。 

• 乾電池び消耗している。 

■>2本とも同じ種類の新しいをのと 
交換する。 


• 録音/再生へッドび巧れている。 
■>ク1) 一ニ ングする。 


•カセットテープをスピーカーの上 
に直接置いていた。（直接置くと 
音質び劣化することびありま 
す。） 


• タル、ク□-ムのテープを使っ 
ている。 

スピーカーから音び出 
ない。 

• イ ヤーレシーバーが 差し込まれて 
いる。 


• 音量び最ルになっている。 


• テープスピード切り換えスイッチ 
びきちんとに. 4 cm 」 か「4. 8 cm 」 
に切り換わっていない。 


• 通常 （2 トラック）のテープ再生な 
のに再生トラック切り換えスイッ 
チび巧-4」になっている。 

-> 「通常1-2」に合わせる。 

4トラックテープじ(外の 
テープを再生していると 
さに、音びおかしい。 

• 再生トラック切り換えスイッチび 
巧-4」になっている。 

-> 「通常1-2」に合わせる。 
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症状 

原因/処置 

音び不安定で急に音程 
び狂ラ。 

• スピード調整つまみび中央し义 H の 
位置にある。（原音と全く同じ音 
程にはなりません。） 


• 乾電池び消耗している。 

■>2本とも同じ種類の新しいをのと 
交換ずる。 


• キヤプスタンやピンチ□ーラーが 
汚れている。 

今クリーニングする。 

再生速度びまずざた 
り、遅すざたりする。 

• テープスピード切り操えスイッチ 
の位置が録音時と違ラ位置にあ 
る。 


• スピード調整つまみび中央になっ 
ていない。 

本体動作中にノイズ 
(カチカチ音）び入る。 

• テープカウンターの U セットボタ 
ンび誤って押されている。 

■> をう一度しっかり押して000に 
する。 

早送りや巻を戻しをし 
て、テープび終わりま 
で巻さ取られたあとに 
カタカタと音びする。 

• 停止状態になっていない。 

■> ■停止ボタンを押す。 
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保証書とアフターサービス 

保証書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大 
切に保をしてください。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調テび悪いとさはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓口のご案 
内」にあるお近くのソニーヴービス窓口にご相談くださ 
し、。 

保註期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださま 
す。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により 
有料修理させていたださます。 
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部品の保有期間について 

当社ではカセットコーダーの補修用性能部品(製品の機 
能を維持するために必要な部品)を、製造巧ち切り後最 
低6年間保有しています。この部品保有期間を修理可能 
な期間とさせていたださます。保有期間び経過した後 
ち、故障箇所によっては修理可能の場合びありますの 
で、お買し辻げ店またはサービス窓口にご相談くださ 
い。なお、補修巧性能部品の保有期間は通商産業省の 
指導にちよるちのです。 
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キューマーカーボタン （20 ぺージ） 

スピード調整つまみ （16 ページ） 

フラットマイク 

再生トラック切り換えスイッチ（9、12ページ) 
テープスピード切り換えスイッチ 
(8、11、14、18ぺージ） 

テープカウンター (18 ページ） 

イヤホンジャック （19 ページ） 

マイクジャック （22 ページ） 

音量^つまみ （9 ページ） 

一時停止一、スイッチ（10、15ページ） 

0(電池交換お知日せ)ランプ （24 ページ） 
電池/録音ランプ（15、24ページ） 

DC IN 3 V ジャック （26 ページ） 

八ンドストラップ 

►►早送り/キューボタン （10 ページ） 

◄◄卷戻し/レビューボタン（10、15ページ） 
► 再生ボタン（9、12ページ） 

■停止ボタン（10、15ページ） 

♦録音ボタン （15 ページ） 


田回回团固 固の固回囲の回回囲固困の圆画 
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お手入れ . 
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八行 アルファベット順 

早送り . 10 


フラットマイク 4、41 AC パワーアタプター .. 26 

DPC 機能 . 16 

マ、ヤ行 

7イク 

外部マイク . 22 

内蔵マイク（フラットマ 

イク） . 4、41 

巻さ戻し . 10 

ラ行 

レビュー . 10 

& 白 . 14 


ワ行 

ワンタッチレビュー... . 19 
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よくあるお間い合わせ、辭巧ちミ去などは 
しホー ムページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 
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